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特
集
２

もうすぐ１年生がんばろう大会

新１年生がんばるぞ！
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平
成
27
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

平
成
27
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
ま
し
て
は
、
国
・
県
の
方
針
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
第
５
次
串
間
市
長
期
総
合
計

画
に
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
の
実
現

を
念
頭
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
国
の
地
方

創
生
に
お
い
て
は
、
地
方
が
自
ら
考
え
、
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
重
要
視
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
体
の
創

意
工
夫
が
試
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
市
で

は
い
ち
早
く
「
串
間
市
地
域
創
生
対
策
推
進

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
方
創
生
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。「
地

方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
地
方
版
総

合
戦
略
」
の
策
定
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
解
決
に
向
け
た
効
果
的
事
業
に
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
政
府
は
平
成
26
年
度
補
正
予

算
を
約
３
・
１
兆
円
と
し
、
地
方
が
主
役
の

地
方
創
生
に
向
け
て
、
し
ご
と
づ
く
り
や
人

口
減
少
対
策
な
ど
に
資
す
る
自
由
度
の
高
い

交
付
金
を
創
設
し
、
あ
わ
せ
て
、
消
費
の
喚

起
と
商
店
街
な
ど
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
交
付
金

を
創
設
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
地
域
活
性
化
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
り
ま
す
農
林
水
産
業
の
振
興
と
６
次
産

業
化
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
・
交
流
の
活

性
化
と
道
の
駅
を
は
じ
め
と
し
た
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
推
進
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
、
子
育
て
支

基
本
目
標
３�

「
教
育
・
文
化
分
野
」

　

中
学
校
再
編
統
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
４
月
の
新
し
い
中
学
校
の
円
滑
な
開
校
に
向

け
て
、
串
間
市
新
し
い
中
学
校
づ
く
り
推
進

委
員
会
お
よ
び
串
間
市
中
学
校
再
編
検
討
委

員
会
を
開
催
し
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
高
一
貫
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
県
立
福
島
高
等
学
校
の
存
続
に

つ
い
て
は
、
中
高
連
携
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
深
め
、
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
設

置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
複

式
学
級
支
援
講
師
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
配
置
し
、
安
定
し
た
学
校
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
分
野
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
学

習
活
動
が
自
己
実
現
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
と

し
て
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
配
慮
し
な
が
ら
学
習
機
会
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
４�

「
産
業
振
興
分
野
」

　

農
業
振
興
策
と
し
て
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
に
よ
る
所
得
の
向
上
を
は
じ
め
、

雇
用
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
「
農
業
の
６
次
産
業
化
」
を
引
き
続
き
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
制
度
を
最

大
限
に
活
用
し
、
担
い
手
の
育
成
や
集
落
営

農
の
取
組
拡
大
な
ど
、
一
層
の
構
造
改
革
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
き
ら
り
輝
く
若
い
農
業

者
の
就
農
促
進
対
策
や
、
耕
作
放
棄
地
の
再

み
ん
な
が
や
さ
し
さ
で
つ
な
が
る
、く
し
ま
」

を
基
本
理
念
と
す
る
串
間
市
地
域
福
祉
計
画

を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
や
妊
婦
健
診
助
成
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
に
第
３
子
以
降
の
出
生

に
対
す
る
祝
い
金
制
度
の
創
設
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
子
育
て

環
境
の
整
備
・
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
保
護
者
負
担

の
基
準
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
据
え
置
く
と

と
も
に
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
を
、

認
定
こ
ど
も
園
に
通
う
児
童
に
も
枠
を
広
げ

る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

抑
制
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
を
目
途
に
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

介
護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

健
康
づ
く
り
活
動
の
一
層
の
充
実
、
が
ん
・
特

定
健
診
な
ど
の
受
診
機
会
の
確
保
、
食
育
の

推
進
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
な

ど
の
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
民
自
ら
が
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
意
識
と

行
動
の
変
容
を
実
行
す
べ
く
、
健
診
受
診
に

対
す
る
気
運
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

整
備
・
改
修
を
進
め
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害

時
の
防
災
活
動
拠
点
と
し
て
機
能
を
発
揮
で

き
る
施
設
整
備
等
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
27
年
度
は
弓
道
場
建
設
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

救
急
救
命
士
の
研
修
の
充
実
や
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
高
規
格
救

急
車
の
更
新
な
ど
を
図
り
救
急
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年

度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
防
災
行
政
無
線
屋

外
拡
声
子
局
の
増
設
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
取
組
み
、
防
災
・

減
災
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
６ 

「
環
境
保
全
分
野
」

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
寄
与
で
き
る
ご

み
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
広
域
の
ご
み

処
理
や
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た

風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
水
力
等
々

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
し
、

民
間
活
力
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
串
間
市
公
共
下
水
道
整
備
事

業
」
で
あ
る
雨
水
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
、

浸
水
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
」
に
よ
り
、

引
き
続
き
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
と

水
道
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

援
の
充
実
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
定
住
対

策
な
ど
を
重
点
施
策
と
し
、
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

基
本
目
標
１�

「
市
民
活
動・行
財
政
経
営
分
野
」

　

市
民
協
働
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
市
民
活
動
を
推
進
す
る
拠
点
と

し
て
、
担
い
手
の
育
成
や
活
動
を
支
援
す
る

く
し
ま
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

引
き
続
き
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
策
定
し
た
第
２
次
串
間
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、「
串
間
市
自
立

推
進
行
政
改
革
プ
ラ
ン
第
３
次
実
施
計
画

書
」
に
基
づ
き
、
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政

運
営
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
27
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
目
標
達
成
に
向
け
、
不
断
の
努
力
を

行
う
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
を
開
始
年
度

と
す
る
第
４
次
実
施
計
画
書
の
策
定
に
向
け

た
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
東
九
州
自
動
車

道
・
中
心
市
街
地
対
策
準
備
室
な
ら
び
に
危

機
管
理
係
を
課
に
昇
格
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
施
策
を
重
点
的
に
取
り
組
む
た

め
、
子
ど
も
対
策
室
を
新
た
に
設
置
し
、
組

織
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
２�

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
」

　

「
と
も
に
暮
ら
し
・
と
も
に
支
え
合
う
、

生
に
よ
る
農
地
の
利
用
促
進
な
ど
、
本
市
の

農
業
・
農
村
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
、
さ
ら

に
は
発
展
さ
せ
、
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た

め
の
新
た
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
方
創

生
に
先
駆
け
て
交
付
金
を
活
用
し
、
地
元
消

費
の
拡
大
と
市
内
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業
や
商
工
業
の
振
興
と
雇
用
促
進
の
た
め

の
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド

串
間
推
進
事
業
」「
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
事
業
」
な
ど
を
中
心
に
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
の
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
５�

「
生
活
基
盤
分
野
」

　

市
道
の
総
合
的
な
点
検
に
努
め
、
通
行
の

安
全
性
、
利
便
性
、
快
適
性
の
向
上
お
よ
び

生
活
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
市

民
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
の
交
通
安
全
施

設
の
整
備
を
行
い
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検

に
よ
る
危
険
箇
所
の
重
点
的
な
整
備
を
継
続

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
九

州
自
動
車
道
の
早
期
事
業
化
に
向
け
た
活
動

を
は
じ
め
、
国
道
４
４
８
号
お
よ
び
県
道
の

整
備
促
進
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

は
、「
道
の
駅
構
想
」
と
「
旧
吉
松
家
住
宅

周
辺
活
性
化
計
画
」
と
の
融
合
を
図
り
、
そ

の
施
設
整
備
に
向
け
て
関
係
機
関
、
関
係
団

体
と
連
携
し
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

総
合
運
動
公
園
整
備
計
画
に
基
づ
き
施
設
の

平成27年度施政方針（抜粋）
１年間の主要な事業や予算についての方向性を示す施政方針

今年度の串間市施政方針をお知らせします

豊かな自然とともに生きる喜びにあふれる
協働と交流のまち　串間

※今回掲載した平成27年度串間市施政方針は抜粋です。
　全文は、市の公式ホームページ（http://www.city.kushima.lg.jp/）
でご覧になれます。
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一般会計歳入予算一般会計歳出予算

歳出
（目的別）
113億円

義務的経費：55億5,953万4千円（49.2%）
投資的経費：18億5,308万8千円（16.4%）
その他経費：38億8,737万8千円（34.4%）

人件費 
20億3,139万円
(18.0%)

民生費
40億8,952万円
(36.2%)

総務費
14億4,240万5千円
(12.8%)教育費

11億6,729万7千円
(10.3%)

土木費
10億4,585万1千円
(9.3%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

衛生費
10億363万円
(8.9%)

市税
15億6,946万8千円
（13.9%）

分担金及び負担金
1億1,091万9千円
（1.0%）

使用料及び手数料
1億5,538万6千円
（1.4%）

繰入金
4億6,226万7千円
（4.1%）

地方交付税
46億8,000万円
（41.4%）

国庫支出金
16億8,141万5千円
（14.9%）

県支出金
8億7,984万2千円
（7.8%）

市債
11億560万円
（9.8%）

その他
4億4,860万円
（3.9%）

その他
2億650万3千円
（1.8%）

扶助費
24億8,469万5千円
(22.0%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

普通建設事業費
17億6,922万3千円
(15.7%)

災害復旧事業費
8,386万5千円
(0.7%)

維持補修費
9,899万1千円
(0.9%)

補助費等
7億3,311万9千円
(6.4%)

繰出金
14億1,744万9千円
(12.5%)

その他
1億7,329万1千円
(1.6%)

物件費
14億6,452万8千円
(13.0%)

自主財源：25億454万3千円（22.2%）
依存財源：87億9,545万7千円（77.8%）

歳出
（性質別）
113億円

歳入
113億円

農林水産業費
6億1,128万4千円
(5.4%)

消防費
3億9,741万6千円
(3.5%)

商工費
2億3,580万5千円
(2.1%) 災害復旧費：8,387万2千円

(0.7%)
予備費：1,000万円
（0.1%）

議会費：1億6,947万1千円
(1.5%)

【自主財源と依存財源】
●�自主財源…25億454万３千円
　（22.2％）
　自主財源は、市税（住民税・固定資産
税など）や使用料、手数料などの地方自
治体が自主的に収入しうる財源をいい、
自主財源の割合が高いほど、財政が安
定しているといえます。

●�依存財源…87億9,545万７千円
（77.8％）
　依存財源は、地方自治体の収入の
格差を少なくするために交付される
地方交付税などの国・県補助金等の
財源をいいます。

　以上から、串間市においては、依存
財源の割合が77.8％であるため、国・
県に頼った財源構造となっています。

【義務的経費と投資的経費】
●�義務的経費…55億5,953万４千円
（49.2％）
　義務的経費は、人件費（職員給与
など）や扶助費（児童扶養手当・生
活保護費など）、公債費（借金の返済）
といった支出することが制度的に義
務づけられている経費をいいます。

　人件費および公債費については、
年々減少傾向にありますが、扶助費
については、社会保障費の伸びなど
から増加傾向にあります。

●�投資的経費…18億5,308万8千円
（16.4％）
　投資的経費は、道路などインフラ
整備や公共施設の新増設などに要す
る経費をいいます。
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■平成27年度当初予算の内訳（会計別） （単位：千円，％、△は減）

会計名 平成27年度 平成26年度 伸　率
一般会計 11,300,000 10,750,000 5.1

特

別

会

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,675,916 3,480,089 5.6
後期高齢者医療特別会計 652,835 647,835 0.8
簡易水道特別会計 359,232 228,009 57.6
農業集落排水事業特別会計 39,152 41,257 △5.1
公共下水道事業特別会計 122,834 145,240 △15.4
漁業集落排水事業特別会計 2,051 2,333 △12.1
物品特別会計 113,675 68,400 66.2
介護保険特別会計（事業勘定） 2,623,578 2,648,657 △0.9
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 0 70 皆減
市木診療所特別会計 79,376 67,168 18.2

病院事業会計（収益的支出及び資本的支出） 2,231,396 2,175,620 2.6
水道事業会計（収益的支出及び資本的支出） 709,631 781,583 △9.2

合　　　計 21,909,676 21,036,261 4.2

歳出
（目的別）
113億円

義務的経費：55億5,953万4千円（49.2%）
投資的経費：18億5,308万8千円（16.4%）
その他経費：38億8,737万8千円（34.4%）

人件費 
20億3,139万円
(18.0%)

民生費
40億8,952万円
(36.2%)

総務費
14億4,240万5千円
(12.8%)教育費

11億6,729万7千円
(10.3%)

土木費
10億4,585万1千円
(9.3%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

衛生費
10億363万円
(8.9%)

市税
15億6,946万8千円
（13.9%）

分担金及び負担金
1億1,091万9千円
（1.0%）

使用料及び手数料
1億5,538万6千円
（1.4%）

繰入金
4億6,226万7千円
（4.1%）

地方交付税
46億8,000万円
（41.4%）

国庫支出金
16億8,141万5千円
（14.9%）

県支出金
8億7,984万2千円
（7.8%）

市債
11億560万円
（9.8%）

その他
4億4,860万円
（3.9%）

その他
2億650万3千円
（1.8%）

扶助費
24億8,469万5千円
(22.0%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

普通建設事業費
17億6,922万3千円
(15.7%)

災害復旧事業費
8,386万5千円
(0.7%)

維持補修費
9,899万1千円
(0.9%)

補助費等
7億3,311万9千円
(6.4%)

繰出金
14億1,744万9千円
(12.5%)

その他
1億7,329万1千円
(1.6%)

物件費
14億6,452万8千円
(13.0%)

自主財源：25億454万3千円（22.2%）
依存財源：87億9,545万7千円（77.8%）

歳出
（性質別）
113億円

歳入
113億円

農林水産業費
6億1,128万4千円
(5.4%)

消防費
3億9,741万6千円
(3.5%)

商工費
2億3,580万5千円
(2.1%) 災害復旧費：8,387万2千円

(0.7%)
予備費：1,000万円
（0.1%）

議会費：1億6,947万1千円
(1.5%)

（性質別）

（目的別）

串間市独自で取り組む主な地域創生事業
①地域で子育て応援事業………1,554万5千円
　�子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、第３
子以降の出生について、出生祝い金 30 万円を
贈る。また、半額は串間市共通商品券を活用し、
商店会等と連携して地域で子育てを応援する体
制づくりに取り組む。

②子ども医療費助成事業（地域創生）【拡充】
　…………………………………3,392万3千円
　�未就学児にかかる医療費および小中学生の入院
にかかる医療費の自己負担をなくし、費用の全
額助成を行う（ただし、食事代、保険診療外の
ものは除く）。

　【拡充分：事業費 490 万円】

③耕作放棄地再生利用対策事業…… 150万円
　�人・農地プラン作成区域内の耕作放棄地の再生
利用に向けた取組に要する経費に対し、補助を
行う。

④肉用牛産地維持対策事業………… 300万円
　�串間産の肥育素牛の導入に要する経費の一部
（5,000 円／頭）を助成する。

⑤水産業活性化・操業効率化対策事業
　……………………………………… 200万円
　�意欲ある漁業者が、操業の効率化、規模拡大、
所得向上を図るための漁業機器類（1件当たり
20万円以上）を購入する際、費用の一部を助成
する。

⑥給付型奨学金（返済金免除）制度【拡充】
　�経済的理由によって修学困難な者に対して、学
資を貸与する。なお、平成 27 年度以後に、新
たに奨学資金の貸与を受ける者で、卒業後、一
定の期間、串間市に住所を有することを条件に
奨学金の返済を免除する規定を設ける。

　�【奨学金返済免除額：大学・短大　15万円／年・
最長８年、高校・高専　９万円／年・最長６年】

主な事業（一般会計）
◆串間市中学校新設校施設整備事業
　…………………………… 4億2,517万8千円
　�再編統合校となる、現福島中学校の施設改修を
図る。（総事業費８億7,051万３千円、平成27年
度～平成28年度）

◆総合運動公園整備事業
　…………………………… 1億5,055万9千円
　�弓道場建設（事業費 1億 2,000 万円）および防
球ネット設置工事等を行う。

◆福島高等学校支援事業【拡充】
　………………………………… 426万2千円
　�福島高等学校の存続を後押しするため、これま
で実施してきた各種資格取得経費の助成や部活
動などへの助成のほか、新たに福島高等学校に
入学した生徒に対し、入学に係る負担を軽減す
るための補助を行う。

　【拡充分：事業費 180 万円】

◆串間市防災行政無線デジタル設備整備事業
　…………………………………1億3,680万円
　�津波や土砂災害などの災害に対する早期情報伝
達を図るため防災行政無線屋外拡声子局の増設
（30基）を行う。

◆串間市庁舎耐震改修事業
　…………………………… 1億7,882万8千円
　市庁舎の空調設備および電気設備工事を行う。

◆公営住宅整備事業……… 3億1,724万2千円
　�橋之口住宅建替に要する経費（総事業費４億
6,965万２千円、平成25年度～平成27年度）。

歳出
（目的別）
113億円

義務的経費：55億5,953万4千円（49.2%）
投資的経費：18億5,308万8千円（16.4%）
その他経費：38億8,737万8千円（34.4%）

人件費 
20億3,139万円
(18.0%)

民生費
40億8,952万円
(36.2%)

総務費
14億4,240万5千円
(12.8%)教育費

11億6,729万7千円
(10.3%)

土木費
10億4,585万1千円
(9.3%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

衛生費
10億363万円
(8.9%)

市税
15億6,946万8千円
（13.9%）

分担金及び負担金
1億1,091万9千円
（1.0%）

使用料及び手数料
1億5,538万6千円
（1.4%）

繰入金
4億6,226万7千円
（4.1%）

地方交付税
46億8,000万円
（41.4%）

国庫支出金
16億8,141万5千円
（14.9%）

県支出金
8億7,984万2千円
（7.8%）

市債
11億560万円
（9.8%）

その他
4億4,860万円
（3.9%）

その他
2億650万3千円
（1.8%）

扶助費
24億8,469万5千円
(22.0%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

公債費
10億4,344万9千円
(9.2%)

普通建設事業費
17億6,922万3千円
(15.7%)

災害復旧事業費
8,386万5千円
(0.7%)

維持補修費
9,899万1千円
(0.9%)

補助費等
7億3,311万9千円
(6.4%)

繰出金
14億1,744万9千円
(12.5%)

その他
1億7,329万1千円
(1.6%)

物件費
14億6,452万8千円
(13.0%)

自主財源：25億454万3千円（22.2%）
依存財源：87億9,545万7千円（77.8%）

歳出
（性質別）
113億円

歳入
113億円

農林水産業費
6億1,128万4千円
(5.4%)

消防費
3億9,741万6千円
(3.5%)

商工費
2億3,580万5千円
(2.1%) 災害復旧費：8,387万2千円

(0.7%)
予備費：1,000万円
（0.1%）

議会費：1億6,947万1千円
(1.5%)



　

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育
て
や
介
護
を
し
て

い
る
方
な
ど
、
生
活
に
お
困
り
の
方
が
相
談

で
き
ず
に
孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
の

が
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
の
存
在
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
に
つ
い
て
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
り
設
置
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
児
童
委
員
は
児
童
福
祉

法
に
よ
り
民
生
委
員
が
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
串
間
市
で
は
72
名
が
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

都
合
の
良
い 

日
時
・
場
所
で 

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　

現
在
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
（
狂
犬
病
予
防
法

第
５
条
）。
串
間
市
で
は
、
各

地
域
を
巡
回
し
、
移
動
集
合
注

射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程

表
を
見
て
都
合
の
良
い
場
所
・

時
間
に
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

は
、
生
涯
１
回
の
登
録
を
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
（
狂
犬
病
予

防
法
第
４
条
）
。
登
録
は
市
民

生
活
課
生
活
環
境
係
窓
口
、
ま

た
は
集
合
注
射
の
時
に
も
登
録

で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
料
金

・�

犬
の
登
録
＝
１
頭
３
，
０�

０�

０
円
（
生
涯
に
１
回
）

・�

狂
犬
病
予
防
注
射
＝
１
頭
３
，

０
０
０
円
（
毎
年
１
回
）

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
72

－

１
１
１
１

主
任
児
童
委
員
と
は
？

　

主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
う
ち
特
に
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
に
担
当
し
ま
す
。
串
間
市
で
は
12
名
が

主
任
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は 

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

・�

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
高
齢

者
、
子
育
て
世
帯
、
障
が
い
者
、
生
活
に

お
困
り
の
方
な
ど
、
支
援
の
必
要
な
方
々

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

・�
支
援
が
必
要
な
方
々
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
調

整
し
て
い
ま
す
。

・�

地
域
住
民
と
関
係
機
関
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

・�

支
援
が
必
要
な
方
々
の
状
況
に
応
じ
、
見
守

り
や
声
か
け
、
訪
問
な
ど
を
行
い
、
関
係
機

関
と
調
整
し
、
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は 

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

・�

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
お
よ
び
問
題
解
決
に
向
け
て
、
児
童
相

談
所
や
学
校
、
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
ま
す
。

・�

児
童
委
員
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
問
題

を
抱
え
る
児
童
お
よ
び
家
庭
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
間

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童

委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。
任

期
は
３
年
間
（
再
任
可
能
）
で
す
。
次
の
改

選
期
は
平
成
28
年
12
月
１
日
で
す
。

ど
ん
な
人
が
な
る
の
？

　

そ
の
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
り
、
福
祉
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
方
で
す
。
特
別
な
資
格
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
家
は
シ
ル
バ
ー

の
門
標
が
目
印
で
す
。

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
秘
密
を
守
る

こ
と
が
「
民
生
委
員
法
」
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ

け
ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
の
担
当
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係
☎
72

－
０
３
３
３
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
）

☎
72

－

６
９
４
３

地区 時　　　間 場　　　　　所

４／２０
（月）

本
城

９：２０～ ９：３０ 下代田公民館
９：４０～ ９：５０ 遍保ヶ野公民館
９：５５～１０：００ 森田毅宅前
１０：０５～１０：２０ 中園公民館
１０：３０～１０：４０ 樋口公民館
１０：５０～１１：００ 小田代公民館
１１：０５～１１：２０ 本城支所
１３：３０～１３：４５ 崎田集落センター
１３：５５～１４：０５ 永田公民館
１４：１５～１４：２５ 港公民館

４／２２
（水）

福
島

９：１０～ ９：２５ 郡元公民館
９：３５～ ９：５５ 天神公民館
１０：０５～１０：２０ 第２児童公園入口（上町）
１０：３０～１０：４５ 上町公民館

北
方

１０：５５～１１：１０ 東上池集落センター
１１：１５～１１：２５ 徳間集落センター

福
島

１３：２０～１３：３５ 桂原研修センター
１３：４５～１３：５５ 穂佐ヶ原公民館
１４：０５～１４：１５ 霧島地区集落センター

４／２３
（木）

北
方

９：１５～ ９：２５ 鯛取営農会館
９：３０～ ９：３５ 倉掛公民館
９：４０～ ９：５０ 秋山公民館
９：５５～１０：０５ 小城久保公民館
１０：１０～１０：２０ 初田公民館
１０：２５～１０：３５ 田渕集落センター
１０：４０～１０：５０ 谷ノ口公民館
１１：００～１１：２０ 農村環境改善センター
１３：３０～１３：４０ 古川地区集落センター
１３：４５～１３：５５ 羽ヶ瀬公民館
１４：００～１４：１０ 前田公民館

４／２４
（金）

都
井

９：３０～ ９：３５ 黒井公民館
９：４０～ ９：４５ 立宇津公民館
９：５０～１０：０５ 都井支所
１０：１０～１０：２５ 東地区営農研修施設
１０：３０～１０：４５ 宮原公民館
１０：５５～１１：１０ 東漁協
１１：２０～１１：２５ 牧組合事務局前

民生委員・児童委員、主任児童委員の活動

・市町村
・福祉事務所
・社会福祉協議会
・児童相談所
・保健所
・教育委員会
・学校
・保育所
・医療機関

など

・高齢者のいる世帯
・障がい者のいる世帯
・�生活に困窮している
世帯

・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・母子・父子世帯
・その他の世帯

関係機関担当区域

世帯状況把握

情報提供

相談・援助

・�世帯が必要としているサービスに
ついて情報提供

・虐待の早期発見、予防
・�ＤＶ、いじめ、不登校等世帯の抱
える問題の把握

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民生委員・児童委員

主
任
児
童
委
員

連携・協力

連携・協力連携・協力

連携・協力

地区 時　　　間 場　　　　　所

４／1３
（月）

大
束

９：１５～ ９：２０ 大重野集落センター
９：３０～ ９：３５ 真萱公民館前
９：４５～ ９：５０ 赤池地区集会所
１０：００～１０：０５ 旧大矢取バス停
１０：２５～１０：３５ 三幸ヶ野集荷場前
１０：４５～１１：００ 一氏公民館
１１：１０～１１：２０ 旧射馬地野バス停

福
島

１３：３０～１３：４５ 寺里　坂元石油店裏
１３：５５～１４：１０ 泉町市民駐車場
１４：２０～１４：３５ 市民体育館下駐車場

４／1４
（火）

大
束

９：２０～ ９：２５ 風野公民館
９：３０～ ９：３５ 広野地区集落センター
９：４５～１０：００ 津曲商店前
１０：０５～１０：１０ 旧末広バス停前
１０：１５～１０：２０ 高則地区集落センター
１０：２５～１０：４０ 揚原地区集落センター
１０：５０～１１：００ 市ノ瀬自治公民館
１１：０５～１１：２０ 井牟田地区研修センター

福島 １３：３０～１３：４５ 塩屋原公民館

本
城

１４：００～１４：１０ 上千野集落センター
１４：２０～１４：２５ 中千野集落センター
１４：３５～１４：４５ 下千野集落センター

４／1５
（水）

大
束

９：３５～ ９：４０ 旧奈留バス停前
９：４５～ ９：５５ 島田利明宅前
１０：１０～１０：２０ 西ノ園集落センター
１０：２５～１０：３５ 上園田公民館
１０：４０～１１：０５ 大束支所
１１：１５～１１：２０ 白坂公民館

福
島

１３：３０～１３：４０ 笠祇公民館
１３：５５～１４：００ 消防格納庫前
１４：１５～１４：２０ 鹿谷公民館

４／1６
（木）

市
木

９：３０～ ９：４５ 郡司部公民館
９：５０～ ９：５５ 子持田公民館
１０：００～１０：０５ 海北公民館
１０：１０～１０：２５ 市木中央公民館
１０：３０～１０：３５ 内ノ畑地区集落センター
１０：４０～１０：４５ 石原公民館
１０：５０～１１：００ 藤公民館
１１：０５～１１：１５ 舳バス停前
１１：２０～１１：２５ 夫婦浦
１３：５０～１４：００ 石波公民館

都
井

１４：１５～１４：２０ 名谷公民館
１４：２５～１４：４０ 大納集落センター

４／1７
（金）

福
島

９：１５～ ９：３０ 高松公民館
９：４５～１０：００ 有明児童公園横
１０：１０～１０：２５ 塩町公民館
１０：３５～１０：５５ 今町公民館
１１：１０～１１：２５ 金谷公民館
１１：３５～１１：４５ 弓田公民館
１３：２０～１３：３０ 下田口公民館先(田口池入り口)
１３：４０～１３：５５ 西方地区集落センター
１４：０５～１４：２０ 木代公民館
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狂犬病
予防注射が
始まります

ご存知ですか？
あなたの身近な相談相手

『民生委員・
　児童委員』

・各種相談　　・見守り支援
・�福祉サービス利用支援（在宅福祉、
生活費、子育て支援など）

民生委員・児童委員は、みんなが安心
して暮らせるまちづくりのために日々
活動しています。



14

25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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交流大会での発表の様子

水産庁長官賞
受賞

古
民
家
で
お
ひ
な
さ
ま
散
策

　

２
月
28
日
～
３
月
１
日
、
本
城
地
区
で
『
第
６
回
お
ひ
な

さ
ま
雅
散
策
ま
つ
り
（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
旧
家
な
ど
９
カ
所

で
、
ひ
な
飾
り
と
優
雅
な
色
打

ち
掛
け
や
白
無む

垢く

な
ど
を
多
数

展
示
。
個
人
宅
で
は
手
作
り
の

お
菓
子
や
料
理
の
振
る
舞
い
、

琴
の
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
、
来

場
者
を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
色
華
や
か

な
ひ
な
飾
り
と
築
１
０
０
年
近

い
旧
家
の
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

友人宅へひな飾りを見に来まし
た。昔ながらのひな飾りや色打
掛などが展示されており、なん
だかなつかしい思いがしました。
琴の演奏がとても美しかったで
す。たくさんのおもてなしに感謝
ですね。お茶を飲みながらいろ
んな話ができて楽しかったです。

もてなしの心

　
３
月
８
日
、
福
島
地
区
・
寺
里
で
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
、
地
域
住
民
や
関
係
者
ら
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓

練
は
、
寺
里
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
り
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
て
実
施
。

防
災
行
政
無
線
で
訓
練
開
始
の

合
図
が
発
信
さ
れ
る
と
、
住
民

は
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
避
難

場
所
で
あ
る
正
国
寺
に
避
難
し

ま
し
た
。
訓
練
後
に
は
、
消
火

器
取
扱
い
訓
練
や
担
架
搬
送
訓

練
、
串
間
警
察
署
員
の
講
話
な

ど
も
行
わ
れ
、
防
災
に
対
す
る

意
識
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

地
震
に
備
え
防
災
訓
練
実
施

日頃から防災意識を持ち非常食
の準備など心がけています。防
災訓練ではいろんなことを教え
ていただけるのですごく勉強に
なります。地域の絆を深める
きっかけにもなるのでこういう
訓練は大事。地区全体の防災意
識がさらに高まるといいですね。

防災の準備を

福島地区・寺里

永
な が

吉
よ し

 重
し げ

子
こ

さん

本城地区・浦

渡
わた

会
らい

 エツミさん
川
かわ

﨑
さき

 千
ち

津
ず

子
こ

さん

　２月26～27日に開催され
た第20回全国青年・女性漁
業者交流大会に宮崎県青年
代表として「串間のおさか
な消費拡大促進グループ」
が出場しました。「流通・
消費拡大部門」において日
頃の取り組みの成果を発表
し、大臣賞に次ぐ水産庁長
官賞を見事受賞しました。

　

２
月
20
日
、
秋
山
小
学
校
（
今
原
淳
子
校
長
、
14
名
）
で

『
ふ
れ
あ
い
秋
山
っ
子
祭
り
』
が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち

が
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

を
学
校
へ
招
待
。
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
「
先
生
」
と
な
り
、

竹
と
ん
ぼ
や
竹
で
っ
ぽ
う
、
お

じ
ゃ
み
作
り
な
ど
昔
の
遊
び
を

教
え
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
昼

食
を
食
べ
た
後
、
こ
の
日
の
た

め
に
児
童
が
手
作
り
し
た
玉
入

れ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
み
ん
な
で
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
山
小
で
昔
の
遊
び
を
学
ぶ 

教えてくれた
おじゃみを作って遊びました。
１年生のときからこの祭りでお
ばあちゃんたちに教わったおか
げで、作り方を覚えて自分で作
れるようになりました。みんな
で手作りした玉入れゲームなど、
高齢者クラブの皆さんと一緒に
遊べてとても楽しかったです。

秋山小学校 ６年生

山
や ま

内
う ち

 歩
あ ゆ

美
み

さん

　
３
月
14
日
、
市
総
合
体
育
館
で
Ｖ
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
公
式
戦
の
串
間
大
会
が
開
催
さ
れ
「
大
野

石
油
広
島
オ
イ
ラ
ー
ズ
」
対
「
柏
エ
ン
ゼ
ル
ク
ロ
ス
」「
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
ヴ
ズ
熊
本
」対「
Ｐ

Ｆ
Ｕ
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
」
の
２

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
一
流
選
手
の
プ
レ
ー
を
間

近
で
見
よ
う
と
約
６
０
０
人
の

観
客
が
詰
め
か
け
、
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

試
合
前
に
は
小
学
生
が
選
手
と

一
緒
に
入
場
す
る
キ
ッ
ズ
エ
ス

コ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｖ
リ
ー
グ
の
プ
レ
ー
に
歓
声

女子の試合は初めて観戦しまし
た。プレーに迫力があり、ブロ 
ックやチャンスボールのときの
トス回しの早さがとても参考に
なりました。将来、自分もプロ
を目指しているので、いつかこ
ういう舞台で試合ができる選手
になれるように頑張りたいです。

※インタビュー者の学校名・学年は取材時のものです。

いつか自分も

福島小学校 ６年生

中
な か

島
し ま

 右
う

京
きょう

さん

三股町在住

小
こ

迫
ざこ

 敬
けい

右
すけ

さん・栞
しおり

ちゃん

　
３
月
８
日
、
福
島
川
親
水
公
園
を
発
着
す
る
『
わ
く
わ
く

サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
く
し
ま
（
主
催
：
串
間
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
）』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
自
転
車
愛
好

家
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
。
都

井
岬
を
往
復
す
る
50
㎞
コ
ー
ス

と
本
城
お
に
つ
か
農
園
で
イ
チ

ゴ
狩
り
を
楽
し
む
15
㎞
コ
ー
ス

の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
出
発

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
暖
か
く

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
た

ち
は
串
間
の
早
春
を
感
じ
な
が

ら
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

自
然
を
満
喫
し
楽
し
く
疾
走

楽しく走れた
６歳の娘と一緒に15㎞コース
に参加しました。娘は15㎞初
挑戦でしたが、車も少なく、安
心して走ることができました。
コースも幼稚園児にはちょうど
よかったです。今日のような親
子で参加できるサイクリングイ
ベントがあるとうれしいですね。

入隊者を代表し決意を述べる島田さん

自衛隊新入隊
激励会

　３月20日、４月から自衛
官となる入隊者を激励する
「自衛隊新入隊者激励会」
が市役所で開かれました。
式典には入隊する11人のう
ち10人が出席。代表して島

しま

田
だ

孝
たか

教
のり

さんが「立派な自衛
官となることを誓い、初心
を忘れず日々努力していき
たい」と決意を述べました。

　

２
月
26
日
、
市
総
合
体
育
館
で
『
第
27
回
も
う
す
ぐ
一
年

生
が
ん
ば
ろ
う
大
会
（
主
催
：
串
間
市
保
育
会
）』
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
市
保
育
会
所
属
の
８
園
に
通
う
年

長
児
78
人
。
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車

や
し
っ
ぽ
と
り
ゲ
ー
ム
な
ど
で

交
流
を
深
め
、
交
通
指
導
員
に

よ
る
交
通
教
室
で
は
、
○
×
ゲ

ー
ム
を
し
な
が
ら
楽
し
く
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。
４
月

か
ら
１
年
生
に
な
る
園
児
た
ち
。

小
学
校
生
活
へ
の
期
待
と
喜
び

を
胸
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
び

の
び
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

お
と
も
だ
ち
で
き
る
か
な
？

おともだちといっしょにあそべ
て、たのしかったです。「しっ
ぽとりゲーム」がおもしろかっ
たです。１ねんせいになったら
おべんきょうをがんばりたい
です。がっこうへいくときには、
こうつうルールをまもってじこ
のないようにきをつけたいです。

たのしかった

串間保育園

さとう あやのちゃん



　  子育て支援情報

第
３
子
以
降
の
出
生
祝
い
金
を
一
人
に
つ
き
30
万
円
支
給
し
ま
す

　

第
３
子
以
降
の
出
産
を
奨
励
し
、

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

成
と
市
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
出
生
祝
い
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

◎
対
象
に
な
る
方

　
出
生
祝
い
金
の
支
給
の
対
象
と
な

る
の
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
出
生
し
た
第
３
子
以
降
の
子
ど
も

で
、
そ
の
保
護
者
が
対
象
児
の
出
産

日
ま
で
に
１
年
以
上
本
市
に
住
所
を

有
し
て
お
り
、
出
産
日
以
後
も
本
市

に
引
き
続
き
１
年
以
上
定
住
す
る
意

思
を
も
つ
方
で
す
。

◎
支
給
内
容

　
出
生
祝
い
金
の
支
給
額
は
、
対
象

児
１
人
に
つ
き
30
万
円
で
す
。
こ
の

う
ち
、
半
額
は
串
間
市
共
通
商
品
券

で
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◎
支
給
方
法

　
出
生
祝
い
金
の
支
給
を
受
け
よ
う

と
す
る
保
護
者
は
、
出
産
日
か
ら
60

日
以
内
に
、串
間
市
福
祉
事
務
所（
串

間
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

必
要
と
な
る
も
の
：
印
鑑
、
保
護

者
の
通
帳
、
本
人
確
認
の
た
め
の

運
転
免
許
証
な
ど

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助
成
額
を
拡
充
し
、 

　
　
　
子
宮
頸
が
ん
検
査
の
費
用
も
助
成
し
ま
す

　
妊
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
妊
婦
健
康

診
査
公
費
助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
妊
婦
健
康
診
査
の

標
準
的
な
検
査
は
串
間
市
妊
婦
一
般

健
康
診
査
助
成
券
を
ご
使
用
い
た
だ

く
こ
と
で
自
己
負
担
が
か
か
ら
な
く

な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
助
成
券
の
記

載
以
外
の
検
査
、
治
療
を
受
け
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
妊
婦
健
診
１
回
目
に
受
け

る
子
宮
頸
が
ん
検
査
の
費
用
に
つ
い

て
も
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
に
な
る
方

　
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
の
交
付
を

受
け
て
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に

妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
す
る
妊
婦

◎
助
成
方
法

　
母
子
健
康
手
帳
と
同
時
に
交
付
さ

れ
た
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
を
医
療

機
関
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
発
行
さ

れ
た
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
は
、
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
（
受
診
券
の

交
換
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
妊
婦
健
診
１
回
目
を
受
診

す
る
場
合
に
は
子
宮
頸
が
ん
検
査
受

診
票
も
合
わ
せ
て
医
療
機
関
に
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

◎
助
成
内
容

●
妊
婦
一
般
健
康
診
査

　
標
準
的
な
検
査
＝
無
料

＊�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
妊
婦

健
康
診
査
受
診
分
か
ら
変
更
と
な

り
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
査

　
妊
婦
健
診
１
回
目
に
受
け
る
子
宮

頸
が
ん
検
査
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

第３子以降の出生祝い金を
30万円支給します
その他にも、妊婦一般健康診査の助成額の拡充や、子宮頸がん検査の
費用助成も始まります。

問い合わせ先
福祉事務所こども政策係
☎７２－０３３３

第
18
回 

統
一
地
方
選
挙

あ
な
た
の
一
票
が
未
来
を
決
め
る
！

投
票
へ
行
こ
う
！！

問い合わせ先
選挙管理委員会
☎内線271

topics宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙 

串
間
市
議
会
議
員
選
挙
が 

行
わ
れ
ま
す

● 

投
票
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
７
時
～
午

後
６
時
ま
で
（
第
32
・
33
投
票
所
は
午

後
４
時
ま
で
）

● 

投
票
場
所
＝
い
ず
れ
も
指
定
さ
れ
た
投

票
所（
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

※ 

入
場
券
を
忘
れ
て
も
、
指
定
さ
れ
た
投

票
所
に
行
け
ば
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間

○ 

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙

　
４
月
４
日
（
土
）
～
４
月
11
日
（
土
）

○ 

串
間
市
議
会
議
員
選
挙

　
４
月
20
日
（
月
）
～
４
月
25
日
（
土
）

● 

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

● 

場
所
＝
串
間
市
役
所
１
階
Ａ
会
議
室

※
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
の 

投
票
に
係
る
注
意
点

　
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
、
宮
崎
県
内

の
市
町
村
間
で
住
所
を
異
動
さ
れ
た
方
は
、

旧
住
所
地
（
選
挙
区
は
旧
住
所
地
の
属
す

る
選
挙
区
）
で
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
旧
住
所
地
の
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
旧
住
所
地
で
投
票
す
る
際
に
は
、「
引
き

続
き
宮
崎
県
内
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
（
居
住
証
明
書
）」
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
日
ま
で
に
最
寄

り
の
市
役
所
や
役
場
の
市
民
課
等
に
申
し

出
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
を
す
る
際
に
も
必
要
で
す
。

串
間
市
議
会
議
員
選
挙 

 

投
票
日　
４
月
26
日（
日
） 

 

告
示
日　
４
月
19
日（
日
）

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙 

 

投
票
日　
４
月
12
日（
日
） 

 

告
示
日　
４
月
３
日（
金
）

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

伝えることを考えてみる
くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

　
今
回
よ
り
内
容
を
凝
縮
し
、

よ
り
市
民
活
動
に
お
い
て
役

立
つ
情
報
な
ど
を
中
心
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
活

動
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
こ

れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
方
に

も
、
な
に
か
の
き
っ
か
け
や

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

伝
え
る
こ
と
を 

考
え
て
み
る

「
や
る
気
が
空
回
り
し
て
い

る
気
が
す
る
」
「
み
ん
な
が

つ
い
て
き
て
く
れ
な
い
」
と

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
私
自
身
も
経
験
が
あ
り
、

よ
く
耳
に
も
し
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
『
や
る
気
の
伝
え

方
』
に
つ
い
て
コ
ラ
ム
し
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
悩
み
は
、
ど

こ
の
市
民
活
動
や
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も

共
通
す
る
問
題
で
あ
り
、
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
や
る
気
の

伝
え
方
に
つ
い
て
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
い
き
な
り
で
す
が
、

「
や
る
気
」
の
共
有
は
で
き

な
い
も
の
と
認
識
し
て
く
だ

さ
い
。
例
え
ば
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
る
側
か
ら
す
る
と

「
同
じ
ま
ち
の
住
人
」
と
い

う
だ
け
で
や
る
気
は
共
有
で

き
る
気
が
し
ま
す
が
、
言
わ

れ
る
側
か
ら
す
る
と
「
地
域

活
性
化
」
「
人
口
減
少
」
と

言
わ
れ
て
も
結
局
「
他
人

事
」
と
感
じ
る
の
が
現
実
で

す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
や
る
気
を
共
有
し
よ
う

と
せ
ず
、
情
報
を
共
有
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
し
て
地
域
を
変
え
よ
う

と
思
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
行

き
つ
く
プ
ロ
セ
ス
で
得
た
情

報
を
伝
え
る
。
最
初
か
ら
、

結
果
で
は
な
く
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
の
共
有
こ
そ
が
や
る
気

の
伝
え
る
一
番
の
方
法
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
も
反
省
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
。

「
伝
え
る
」
こ
と
も
私
た
ち

の
役
目
で
す
。
市
民
団
体
の

や
る
気
・
熱
意
を
、
伝
わ
る

よ
う
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
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子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

　

市
内
公
民
館
で
は
、
６
月
か
ら
定
期

講
座
を
開
設
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
、

教
養
を
高
め
る
、
地
域
貢
献
、
仲
間
づ

く
り
な
ど
、
生
涯
学
習
で
い
き
い
き
と

串
間
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●�

申
込
締
切
＝
５
月
15
日
（
金
）（
先

着
順
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

串
間
市
中
央
公
民
館

　

�

〒
８
８
８

－

０
０
０
１�

串
間
市
大
字
西
方
９
０
５
０
番
地　

☎
72

－

１
８
４
６

●�

申
込
方
法
＝
官
製
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
電
話
で
の
受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん
）。

　

�

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

②
住
所　

③
電
話
番
号　

④
生
年
月
日

　

⑤
講
座
名

※�

中
央
公
民
館
・
各
支
所
に
来
て
い
た

だ
き
、
直
接
申
し
込
む
こ
と
も
可
能

で
す
。

※�

参
加
費
が
伴
う
講
座
は
、
前
払
い
に

て
お
支
払
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

注
意
事
項
＝
開
講
日
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
受
講
者
宛
て
に
郵
送
す

る
案
内
は
が
き
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

平成27年度公民館定期講座 受講生募集

平成27年度公民館定期講座一覧
中央公民館

講座番号 講座名 講師 日時 内　　　　容 定員 回数 参加費

1 クラフトテープで素敵なカゴ作り 
（初心者向け） 菊永　和代 第２・４月曜日 

1３：３０ ～ 1５：３０
オリジナルのデザインで、実用にもインテリ
アにもなるカゴづくりです。 1５ 2０ ５００円程度

2 アロマｄｅ美ストレッチ＜夜＞ 坂口　　恵 第１・３水曜日 
1９：００ ～ 2０：３０

アロマを使ってマッサージやストレッチをし
ましょう。 1５ 1０ 初回のみ 

５００円

3 体感♪癒しのフラダンス＜昼＞ 坂田紀美子 第１・３火曜日 
1３：３０ ～ 1５：３０

歌の意味を表現しながらスタイルアップの踊
りをします。 1５ 1０ 無料

4 素敵な小物づくり 冨永可奈子 第２・４土曜日 
９：００ ～ 12：００

あると便利、毎日の生活に役立つ小物を一緒
につくりませんか？ 1０ 2０ ５００円程度

5 絵手紙入門講座 長岡　リユ 第２土曜日 
1０：００ ～ 12：００ 簡単な絵手紙づくりをします。 1５ 1０ 要材料代

6 団子づくり＜昼＞
水元美保子

第１水曜日 
1３：３０ ～ 1５：３０ 昔ながらの団子づくり、家庭でも簡単にでき

ますよ！
1５ 5 2,５００円

５回分

7 団子づくり＜夜＞ 第３水曜日 
1９：００ ～ 21：００ 1５ 5 2,５００円

５回分

8 フラワーアレンジメント教室 神村　　歩 第２金曜日 
1９：００ ～ 2０：３０

フラワーアレンジの基礎を学んで、自分らし
くアレンジ♪ 1５ 1０ 1,５００円 

（毎回）

9 初心者向けヨガの楽しみ＜昼＞
蒲生奈保子

第２・４月曜日 
1４：００ ～ 1５：３０ あなたの健康な心と体づくりのお手伝いをし

ます。
※ヨガ用マットが必要です。

1５ 1０ 無料

10 初心者向けヨガの楽しみ＜夜＞ 第２・４月曜日 
1９：００ ～ 2０：３０ 1５ 1０ 無料

大束公民館
講座番号 講座名 講師 日時 内　　　　容 定員 回数 参加費

11 可愛い人形づくり（初心者向け） 遠山ひろみ 第２金曜日 
1３：３０ ～ 1５：３０

布や綿でつくる簡単な人形を一緒に作りま
しょう。 1０ 1０ ３００円程度

12 貯筋体操 荒木　妙子 第２・４水曜日 
1０：００ ～ 11：３０ 健康体操で元気モリモリ♪ 1０ 1０ 無料

13 エッセイ・随筆入門 
（初心者向け） 島田さつき 第３水曜日 

1３：３０ ～ 1５：３０ 自分の思いを楽しく書いてみませんか。 1０ 8 無料

14 体感♪癒しのフラダンス＜昼＞ 坂田紀美子 第１・３土曜日 
1３：３０ ～ 1５：３０

歌の意味を表現しながらスタイルアップの踊
りをします。 1５ 1０ 無料

15 団子づくり＜昼＞ 水元美保子 第４金曜日 
1３：３０ ～ 1５：３０

昔ながらの団子づくり、家庭でも簡単にでき
ますよ！ 1５ 5 2,５００円

５回分

都井基幹集落センター
講座番号 講座名 講師 日時 内　　　　容 定員 回数 参加費

25 笑顔でニュースポーツ スポーツ推進 
委員

第４木曜日 
1９：３０ ～ 21：００ 誰もが楽しめるニュースポーツを紹介します。 1０ 5 無料

26 クラフトテープで素敵なカゴ作り 
（初心者向け） 菊永　和代 第１・３金曜日 

1３：３０ ～ 1５：３０
オリジナルのデザインで、実用にもインテリ
アにもなるカゴづくりです。 1０ 5 ５００円程度

※参加費（材料代等）は欠席されてもお返しできません。ご注意ください！

北方農村環境改善センター
講座番号 講座名 講師 日時 内　　　　容 定員 回数 参加費

21 農家直伝 
おいしい野菜レシピ＜昼＞ 吉松ちあき ６月３・1７日 

1０：００ ～ 12：００ ジュニア野菜ソムリエの資格を持つ講師が旬
の野菜・果物のおいしい調理法を伝授します。

1０ 2 1,０００円 
２回分

22 農家直伝 
おいしい野菜レシピ＜夜＞ 吉松ちあき ６月11・2５日 

1９：００ ～ 21：００ 1０ 2 1,０００円 
２回分

23 親子で楽しいリズム体操 田鍋いずみ 第１木曜日 
1０：００ ～ 12：００

親子で一緒にふれあい、楽しみながら運動し
ましょう！ 2０ 5 無料

24 ながら体操＆ダンベル体操 児玉　良子 第１・３水曜日 
1３：００ ～ 1４：３０

体をゆっくり動かして筋肉と骨を丈夫にしま
す。 2０ 1０ 無料

市木公民館
講座番号 講座名 講師 日時 内　　　　容 定員 回数 参加費

19 笑顔でニュースポーツ スポーツ推進 
委員

第３水曜日 
1９：３０ ～ 21：００ 誰もが楽しめるニュースポーツを紹介します。 1５ 1０ 無料

20 クラフトテープで素敵なカゴ作り 
（初心者向け） 菊永　和代 第２・４金曜日 

1３：３０ ～ 1５：３０
オリジナルのデザインで、実用にもインテリ
アにもなるカゴづくりです。 1０ 5 ５００円程度

本城公民館
講座番号 講座名 講師 日時 内　　　　容 定員 回数 参加費

16 一閑張り 渡会理美子 第２火曜日 
1０：００ ～ 12：００

竹かごなどに和紙を張り、素敵なインテリア
を作ります。 1０ 1０ 初回のみ 

2,０００円

17 団子づくり＜昼＞ 水元美保子 第２金曜日 
1３：３０ ～ 1５：３０

昔ながらの団子づくり、家庭でも簡単にでき
ますよ！ 1５ 5 2,５００円

５回分

18 笑顔でニュースポーツ スポーツ推進 
委員

第２金曜日 
1９：３０ ～ 21：００ 誰もが楽しめるニュースポーツを紹介します。 1５ 5 無料

クラフトテープで素敵なカゴ作り

絵手紙入門講座

貯筋体操親子で楽しいリズム体操

体感♪癒しのフラダンス

農家直伝  おいしい野菜レシピ
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

著：串間市民病院 院長
黒木  和男

　

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
は
、
日
本
に
１
９
０
万
～
２

３
０
万
人
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
潜

在
的
に
は
80
万
人
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
さ
か
ん
に
Ｃ

型
慢
性
肝
炎
の
治
療
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
か
ら
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
が
は
じ
ま
り
、
20
年
以
上
投
与

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
９
月
以
降
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
な
し
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
フ
リ
ー
）
で
済
む
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
治
療
法
か
ら
副
作
用
が
減
っ
た
と
い
う
点
で

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

経
口
２
剤
に
つ
い
て

今
回
は
経
口
２
剤
の
お
話
を
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
中
心
と
し
た
治

療
は
、
Ｈ
Ｔ
Ａ
と
い
っ
て
宿
主
に
対
し
て
作
用

す
る
薬
剤
で
し
た
。
宿
主
で
あ
る
ヒ
ト
の
体
に

作
用
し
て
Ｈ
Ｃ
Ｖ
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
薬
剤

で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
副
作
用
が
あ
り
ま
し

た
。
発
熱
が
90
％
以
上
の
人
に
出
現
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
他
に
食
欲
不
振
な
ど
を
伴
う
う
つ

状
態
の
出
現
、
脱
毛
、
間
質
性
肺
炎
な
ど
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
昨
年
９
月
に
発

売
さ
れ
た
薬
剤
は
Ｄ
Ａ
Ａ
と
い
っ
て
直
接
ウ
イ

ル
ス
に
作
用
す
る
薬
剤
で
す
。
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

阻
害
薬
で
あ
る
ア
ス
ナ
プ
レ
ビ
ル
（
ス
ン
ベ
プ

ラ
）
と
N
S
5
A
阻
害
薬
で
あ
る
ダ
ク
ラ
タ

ス
ビ
ル
（
ダ
ク
ル
イ
ン
ザ
®
）
の
組
み
合
わ

せ
で
す
。
直
接
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
作
用
し

て
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
早
い
時
期
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

で
き
れ
ば
著
効
を
得
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
で
は
な
か
な

か
困
難
で
し
た
。
経
口
２
剤
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
早
い
時
期
に
ヒ
ト
の
体
内
か
ら
排
除

し
て
し
ま
い
ま
す
。
投
与
し
た
ほ
と
ん
ど
の
患

者
さ
ん
で
投
与
後
４
週
間
以
内
に
排
除
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
終
的
な
著
効
率
は
約
90
％
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ａ
の
種
類
に
は
そ
の
他
に
Ｎ
Ｓ
５
Ｂ
ポ

リ
メ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｎ
Ａ
合
成
の
基
質
と
し
て
Ｎ
Ｓ
５
Ｂ
ポ
リ
メ

ラ
ー
ゼ
に
と
り
こ
ま
れ
、
チ
ェ
ー
ン
タ
ー
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス

ゲ
ノ
ム
増
殖
を
阻
害
す
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
お
り
、
耐
性
が
生
じ
に
く
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
1
型
だ
け
で
は
な
く
２
型
に

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
型
に
対

し
て
は
今
年
9
月
ご
ろ
発
売
さ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ソ
ホ
ス
ブ
ビ
ル
と
Ｎ
Ｓ
５
Ａ
阻
害

薬
で
あ
る
レ
ピ
ダ
ス
ビ
ル
の
２
剤
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
12
週
間
投
与
で
済
み
、
著
効
率
は
約

90
％
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先

行
す
る
形
で
ソ
ホ
ス
ブ
ビ
ル
と
リ
バ
ビ
リ
ン
の

組
み
合
わ
せ
で
２
型
に
対
し
て
投
与
が
認
め
ら

れ
そ
う
で
す
。

ダ
ク
ル
イ
ン
ザ
®
＋
ス
ン
ベ
プ
ラ
®
は
串
間

市
民
病
院
で
も
す
で
に
15
名
の
１
型
の
Ｃ
型
慢

性
肝
炎
の
患
者
さ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
。
80
歳

以
上
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
効
か
な
か
っ
た
方
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
以
前
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
を
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
「
今
度
の

薬
は
ほ
と
ん
ど
副
作
用
が
な
く
非
常
に
楽
で

す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
以
前
の
治
療
は
必
ず
入

院
が
必
要
で
し
た
が
今
回
は
す
べ
て
外
来
で
済

み
ま
す
。

副
作
用
も
約
10
％
肝
障
害
、
発
熱
な
ど
が
み

ら
れ
る
だ
け
で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
に
新
し

い
時
代
が
来
た
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
治
療
を
し
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
い
い
治
療
法
が
み
つ

か
る
は
ず
で
す
。

医
師
異
動
の
お
知
ら
せ

さ
て
、
４
月
は
人
事
異
動
の
時
期
で
す
が
、

今
年
度
、
市
民
病
院
で
は
次
の
と
お
り
、
医
師

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
に
対
す
る 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
療
法

Kazuo Kuroki

生徒退場
卒業証書授与

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
に
入

り
、
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
福
島
高

校
で
は
、
３
月
１
日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩

方
と
接
す
る
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の

で
、
共
に
過
ご
し
て
き
た
時
を
思
い
、
涙

を
流
し
ま
し
た
。
私
た
ち
在
校
生
は
、
短

い
時
間
の
中
で
た
く
さ
ん
の
事
を
先
輩
方

か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
は
そ
れ
ぞ

れ
別
々
の
道
を
進
ま
れ
ま
す
が
、
福
島
高

校
で
培
っ
た
力
で
ど
ん
な
困
難
に
も
く
じ

け
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
在
校

生
は
、
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統

を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
25
日
、
３
月
４
、
５
日
に

は
高
校
入
試
が
あ
り
ま
し
た
。
受
験
生
の

皆
さ
ん
は
、
一
生
懸
命
受
験
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
入
学
し
て
く
る
新
入
生
と

共
に
学
習
し
て
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

福
島
高
校
の
昨
年
度
１
年
間
を�

振
り
返
っ
て

　

４
月
、
入
学
式
で
始
ま
り
、
次
に
歓
迎

遠
足
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
、
生
徒
総
会

で
過
ご
し
や
す
い
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
８
～
９
月
に
は
「
樹

祭
」
が
あ
り
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
高

で
最
大
の
思
い
出
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
２
年
生
は
11
月
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
12
月
に
修
学
旅
行
が
あ
り
、
日

頃
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
体
験
で
き
、

み
ん
な
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
行
事
は
、
私
が
１
年
間
で
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
行
事
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
働
く
人
の
大
切
さ

や
価
値
を
学
び
、
私
を
育
て
て
く
れ
る
両

親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
は
、
学
年

全
員
で
の
協
力
や
絆
を
深
め
合
い
、
さ
ら

な
る
福
島
高
生
の
自
覚
を
強
く
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
新
３
年
生
に

　
私
た
ち
新
３
年
生
は
高
校
生
活
が
あ

と
１
年
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
行
事

の
全
て
に
「
高
校
生
活
最
後
の
」
と
い
う

言
葉
が
つ
き
ま
す
。
決
し
て
諦
め
る
こ
と

な
く
、
最
後
ま
で
必
死
に
な
っ
て
取
り
組

み
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
に
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
、
福
島
高
生
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た福島高校新３年

生徒会長

加藤 呂
ろ

尚
しょう

さん

わたしが
レポートします。

２年生向けの
職業紹介

卒業式
校長式辞

退　職
内　科 齋

さい

藤
とう

 勝
かず

俊
とし

外　科 髙
たか

屋
や

 　剛
つよし

整形外科 深
ふか

野
の

木
き

快
つよ

士
し

泌尿器科 髙
たか

森
もり

 大
ひろ

樹
き

泌尿器科 深
ふか

尾
お

 　理
さとる

赴　任
内　科 松

まつ

田
だ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

内　科 三
み

浦
うら

 　拓
たく

外　科 北
きた

村
むら

 英
えい

嗣
じ

整形外科 吉
よし

田
だ

 尚
なお

紀
き

泌尿器科 永
なが

田
た

 豊
とよ

春
はる
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交流員レポート

第9代国際交流員
アレックスの

日本体験記
This month's expression今月の表現

　
国
際
交
流
員
と
し
て
毎
月
保
育
園

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
訪
問
先
に
行
く
と
き
に
い
つ
も

子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く“G

グ

ッ

ド

ood 
m

モ

ー

ニ

ン

グ

orning!”

と
言
っ
て
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
皆
と
少
し
話

し
た
あ
と
で
、
英
語
を
使
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
英
語
で

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
英
語

で
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
天

気
が
良
い
時
に
は
外
に
出
て
走
り

回
っ
て
遊
び
ま
す
。
い
つ
も
訳
が
分

か
ら
な
い
ル
ー
ル
で
鬼
ご
っ
こ
な
ど

を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す（
笑
）。
鬼

は
変
わ
ら
ず
に
私
で
す
。

　
昼
に
な
る
と
一
緒
に
昼
食
を
食
べ

ま
す
。
食
べ
物
は
い
つ
も
私
が
家
で

作
る
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
お
い

し
い
で
す
。
そ
し
て
食
べ
る
と
き

は
、
必
ず
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
方
を

注
意
さ
れ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
物

の
英
語
名
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
す

（
笑
）。
お
茶
と
果
物
は
最
後
ま
で
ダ

メ
み
た
い
で
す
ね
。
お
皿
も
ち
ゃ
ん

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

と
持
た
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

は
い
。

　
終
わ
り
の
と
き
に
順
番
に
並
ん
で

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
ど
の
く
ら
い
高
く
で

き
る
か
子
ど
も
た
ち
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。「
も
っ
と
高
く
…
も

う
ち
ょ
っ
と
！
」
と
言
っ
て
、
完
全

に
無
理
な
高
さ
ま
で
お
願
い
し
て
見

事
に
失
敗
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
訪
問
の
と
き
に
す
る
ゲ
ー
ム
・
本
・

歌
な
ど
は
ど
れ
も
と
に
か
く
英
語
に

触
れ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

す
べ
て
覚
え
き
れ
る
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
頭
を
働
か
せ
て
、
英
語
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
外
国
人
の
こ
と

も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
訪
問
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
！

保育園でゲームをする様子

しないでください
please don’t

先にお茶を飲まないでください。
Please don’t drink tea first.

今月のページ
・記事の余談
・イベント詳細
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

有頂天家族２二代目の帰朝（森見�登美彦）
ＷＯＬＦ（柴田�哲孝）
男役（中山�可穂）
影媛（高尾�長良）
ＳＴＯＲＹ��ＯＦ��ＵＪＩ（林�真理子）
異邦人（原田�マハ）
幸せ嫌い（平　安寿子）
ブラックオアホワイト（浅田�次郎）
金沢あかり坂（五木�寛之）

裏が、幸せ。（酒井�順子）
火星に住むつもりかい？（伊坂�幸太郎）
子どものミカタ（山登�敬之）
刑事群像（香納�諒一）
朦朧戦記（清水�義範）
朽ちないサクラ（柚月�裕子）
産廃処理が一番わかる（上川路�宏）
西原理恵子と枝元なほみのおかん飯（西原�理恵子）
あわふきむし（藤丸�篤夫）

杉の木に住んでいる、ももんがのもん
じろうは、空を飛んだことがない。あ
る夜、突然杉の木が揺れて、もんじろ
うは、ヒュル～っと空に飛びだして…。
もんじろう、ドキドキの大冒険。

季節の変わり目の４月。図書館では特
集コーナーにインテリアに関する本を
集めています。春の訪れとともに新し
いインテリアにチャレンジしてみませ
んか！

「
イ
ン
テ
リ
ア
」

「EPITA
PH

東
京
」

　
恩
田
　
陸
／
著

「
も
も
ん
が

　
も
ん
じ
ろ
う
」

　
村
上 

康
成
／
作

図書館に授乳室が出来ました！

小さなお子様連れの

方も、ぜひ図書館を

ご利用ください！

図書館からのお
知らせ

年
金

国
民
年
金
保
険
料
額
が

改
正
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
年
度
か
ら

３
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
５
，

５
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
は
原
則
と
し
て

翌
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
な
い
と
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困

難
な
場
合
、申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
４
月
か

ら
受
付
し
て
お
り
、「
在
学
証
明
書
」
ま

た
は
「
学
生
証
の
写
し
」
が
必
要
と
な
り

ま
す(

免
除
承
認
期
間
は
平
成
27
年
４
月

か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で)

。
な
お
、
一

般
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

後
納
制
度
で
過
去
10
年
分
ま
で

保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す
！

　

時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
９
月
ま
で

に
限
り
、
過
去
10
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金

額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
後
納
保
険
料
の
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
で
、
使
用
期
限
が
『
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
』
の
納
付
書
を
お
持

ち
の
方
は
、
４
月
以
降
そ
の
納
付
書
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
事
務
所
へ
お

電
話
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
改
め
て
送

付
い
た
し
ま
す
。

※�

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
な
ど
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

東日本大震災を経て、東京五輪へ。少
しずつ変貌していく「東京」を舞台に
した戯曲「エピタフ東京」を書きあぐ
ねている“筆者”は、ある日、自らを吸
血鬼だと名乗る謎の人物と出会い…。

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
15
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
こ
ど
も
政
策
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
５
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

２
月
４
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

育
[Health]

吉よ
し

田だ 

怜れ

生お

く
ん

◎
上
町

渡わ
た

邉な
べ 

竜り
ゅ
う

也や

く
ん

◎
泉
町

松ま
つ

田だ 

幸こ
う

夏か

ち
ゃ
ん

◎
東
上
池

新に
い

名な 

愛あ

結ゆ

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

清き
よ

山や
ま 

竣し
ゅ
ん

生せ
い

く
ん

◎
北
金
谷

福ふ
く

永な
が 

柚ゆ
ず

夏か

ち
ゃ
ん

◎
上
町

日ひ

髙だ
か 

朝と
き

将お

く
ん

◎
霧
島

谷た
に

口ぐ
ち 

曖あ
い

美み

ち
ゃ
ん

◎
寺
里

山や
ま

田だ 

敬け
い

介す
け

く
ん

◎
屋
治

赤あ
か

池い
け 

寧ね

音ね

ち
ゃ
ん

◎
大
重
野

渡わ
た

邉な
べ 

舵た

音お

く
ん

◎
小
城
久
保

日ひ

髙だ
か 

莉り

音お

ち
ゃ
ん

◎
寺
里

金か
ね

増ま
す 

望も

愛え

ち
ゃ
ん

◎
上
郡
元

三さ
ん

反だ
ん 

康こ
う

太た

く
ん

◎
烏
帽
子
野

山や
ま

本も
と 

美み

莉り

愛あ

ち
ゃ
ん

◎
一
氏

渡わ
た

邉な
べ 

侑ゆ

来ら

く
ん

◎
天
神

西に
し

村む
ら 

陽ひ
ま
り

葵
ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
１
区



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

の
ぼ
り
作
り
）、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
手
芸
品
や
季
節
の
野
菜
や

果
物
、
手
作
り
お
菓
子
の
販
売
。

カ
レ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

※�

バ
ザ
ー
用
品
お
よ
び
出
店
者
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
元
木
さ
ん
☎

72

－

７
９
１
１
、
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
Ｗウ

イ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ
☎
71

－

１
５
７
８

平
成
27
年
度
第
１
回 

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　

平
成
27
年
度
の
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。
試
験
会
場
や
申
込
方

法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

試
験
地
＝
宮
崎
市
、
都
城
市
、

延
岡
市
、
日
南
市
、
小
林
市
、

日
向
市

●�

試
験
の
種
類
＝
甲
種
・
乙
種

（
第
１
類
か
ら
第
６
類
ま
で
全

類
）・
丙
種

●�

試
験
日
＝
６
月
21
日
（
日
）

●�

申
請
期
間
＝
４
月
13
日
（
月
）

か
ら
４
月
23
日（
木
）ま
で
に
持

参
、ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
係
☎
72

－

４
１
５
１
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

宮
崎
県
支
部
☎
０
９
８
５

－

22

－

０
２
３
９

市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業 

募
集
し
ま
す

●�

補
助
対
象
事
業
＝
市
民
活
動
団

体
が
、
自
ら
企
画
立
案
し
平
成

27
年
度
内
に
実
施
す
る
公
益
性

の
高
い
事
業
や
、
団
体
の
自

立
・
発
展
に
効
果
的
な
事
業

●�

補
助
金
額
＝
補
助
対
象
経
費
総

額
の
10
分
の
９
以
内
、
１
事
業

に
つ
き
最
大
50
万
円
ま
で

●�

応
募
方
法
＝
規
定
の
申
請
書
類

一
式
を
「
く
し
ま
市
民
活
動
交

流
セ
ン
タ
ー
パ
ナ
ッ
プ
」
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●�

期
限
＝
４
月
17
日
（
金
）

●�

そ
の
他
＝
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
く
し
ま
市
民
活

動
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
総

合
政
策
課
で
配
布
し
て
い
る

「
募
集
要
項
」「
応
募
の
手
引
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
く
し
ま
市
民

活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
パ
ナ
ッ
プ

☎
27

－

３
０
７
５
、
総
合
政
策

課
協
働
推
進
係
☎
内
線
３
３
５

電
気
防
護
柵
の
設
置
に
要
す
る 

経
費
の
補
助
に
つ
い
て

　

農
林
業
者
が
電
気
防
護
柵
の
設

置
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

●�

内
容
＝
防
護
柵
２
段
張
り
、
延

長
２
５
０
ｍ

●�

補
助
金
額
＝
標
準
経
費
（
最
大

７�

８
，
０
０
０
円
）
の
３
分
の
２

以
内

●�

申
込
期
限
＝
４
月
30
日
（
木
）

●�

申
込
方
法
＝
市
役
所
に
て
ご
本

人
が
直
接
申
込
み
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
申
込
み
前
に
設
置
場

所
、
面
積
、
設
置
予
定
時
期
、

作
物
、
対
象
鳥
獣
な
ど
電
話
に

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
、
他
の
事
業

な
ど
で
実
施
で
き
な
い
も
の
か

ら
優
先
的
に
採
択
し
ま
す
。

●�

事
業
実
施
時
期
＝
６
月
以
降

●�

そ
の
他
＝
市
税
お
よ
び
市
公
共

料
金
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
採

択
で
き
ま
せ
ん
。
補
助
金
は
事

業
完
了
後
の
精
算
払
い
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
農
地

水
産
林
政
課
☎
内
線
４
２
７

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の 

受
付
を
開
始
し
ま
す

　

住
宅
や
店
舗
、
事
務
所
、
工
場
、

自
治
公
民
館
な
ど
の
建
物
の
増
改

築
・
修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●�

受
付
開
始
＝
４
月
15
日
（
水
）

●�

補
助
対
象
＝
市
内
居
住
の
方
が
、

市
内
に
あ
る
住
宅
な
ど
を
、
市

内
の
施
行
業
者
を
利
用
し
て
行

う
20
万
円
以
上
の
工
事

●�

補
助
金
額
＝
対
象
工
事
費
の
10�

％
以
内
。
た
だ
し
、
同
額
の
串

間
市
共
通
商
品
券
を
購
入
し
て

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
10
％
を

上
乗
せ
し
て
、
合
計
で
20
％
以

内
の
補
助
額
（
上
限
20
万
円
）

と
な
り
ま
す
。

※�

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
着
工
前
に
申

請
が
必
要
で
す
（
工
事
を
始
め

て
か
ら
の
申
請
は
対
象
外
）。

※�

補
助
金
交
付
は
同
一
住
宅
等
お

よ
び
同
一
世
帯
で
１
回
限
り
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課
☎
内
線

２
６
８

協
働
モ
デ
ル
事
業
募
集

　
（
公
財
）
宮
崎
県
市
町
村
振
興

協
会
で
は
、
標
記
事
業
の
助
成
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
業
の

概
要
、
要
綱
、
様
式
な
ど
は
、
市

ま
た
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
団
体
＝
市
町
村
、
地
域
づ

く
り
団
体
な
ど
、
市
町
村
お
よ

び
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
な
ど

●�

助
成
額
＝
１
件
あ
た
り
上
限

１
０
０
万
円
（
対
象
経
費
の

１
０
０
％
以
下
）

●�

期
限
＝
４
月
17
日
（
金
）
必
着

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合

政
策
課
協
働
推
進
係
☎
内
線

３
３
５

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
５
月
10
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
４
月
27
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
４
月
13
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課

　

☎
内
線
２
５
５

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
税
減
免
措
置
の
お
知
ら
せ

　

次
に
該
当
す
る
方
は
市
税
が
減

免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
減
免
を

受
け
る
に
は
、
市
民
税
お
よ
び
固

定
資
産
税
は
納
期
限
７
日
前
ま
で
、

軽
自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●�

市
民
税
＝
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
、
所
得
が
皆
無
と
な
り

生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た

方
、
学
生
お
よ
び
生
徒

●�

固
定
資
産
税
＝
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
、
公
益
の
た
め
に

使
用
す
る
固
定
資
産
（
有
料
で

使
用
す
る
も
の
を
除
く
）、
そ

の
他
特
別
の
事
由
の
あ
る
方

●�

軽
自
動
車
税
＝
公
益
の
た
め
に

使
用
す
る
軽
自
動
車
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
の
原
動
機

付
自
転
車
、
身
体
や
精
神
に
障

が
い
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な

方
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
、
そ

の
他
構
造
が
身
体
障
が
い
者
利

用
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽
自

動
車
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
Ｂ

１
・
Ｂ
２
判
定
の
方
で
、
特
別

支
援
学
校
の
通
学
に
使
用
さ
れ

る
軽
自
動
車

●�

市
税
の
災
害
減
免
・
減
額
措
置

　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
は
、
災

害
に
よ
る
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て

納
期
未
到
来
分
の
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
災

害
を
受
け
て
か
ら
30
日
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
し
た
既
存
住
宅
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
翌
年
度
分
税
額
の
３

分
の
１
（
１
０
０
㎡
分
）
を
限
度

と
す
る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
「
65
歳
以
上
の
方
」「
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
」「
障
が

い
者
」
が
使
用
す
る
住
宅
で
自
己

負
担
改
修
費
30
万
円
以
上
が
対
象

で
事
業
内
容
を
示
す
書
類
、
写
真

な
ど
を
添
付
し
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
耐
震

基
準
に
適
合
さ
せ
る
改
修
工
事

（
50
万
円
以
上
）
を
施
工
し
た
場

合
、
２
分
の
１
（
１
２
０
㎡
分
）

の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。
適
合

基
準
の
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
申

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う

減
額
措
置
、
認
定
長
期
優
良
住
宅

に
対
す
る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

検
査
機
関
な
ど
の
認
定
書
ま
た
は

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
て
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

固
定
資
産
土
地
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
土
地
・

家
屋
価
格
の
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

●�

期
間
＝
４
月
１
日
（
水
）
～
６

月
１
日
（
月
）

※
土
、
日
、
祝
日
な
ど
を
除
く

●�

縦
覧
場
所
＝
串
間
市
役
所
税
務

課
（
各
支
所
管
内
の
固
定
資
産

は
支
所
で
も
可
）

※�
縦
覧
で
き
る
方
は
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
納
税
者
お
よ

び
委
任
を
受
け
た
代
理
人
で
す

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
☎
内

線
２
１
２
、２
１
３

春
の
地
域
安
全
運
動

　

４
月
１
日
（
水
）
～
４
月
10
日

（
金
）
は
春
の
地
域
安
全
運
動
期

間
で
す
。
こ
の
季
節
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
花
見
を
は
じ
め
外
出
の

機
会
が
多
く
な
り
、
留
守
宅
を

狙
っ
た
空
き
巣
や
車
上
狙
い
の
ほ

か
、
自
転
車
の
盗
難
も
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
も
後
を
絶
た

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
地
区
防

犯
協
会
☎
内
線
３
３
６

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

集
荷
実
施
の
お
知
ら
せ（
市
木
）

●�

対
象
地
区
＝
市
木
地
区

●�

日
時
＝
４
月
16
日
（
木
）
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
半
～

午
後
４
時

●�

集
積
場
所
＝
市
木
農
業
倉
庫
前

●�

費
用
＝
27
円
／
㎏
（
消
費
税

込
）。
当
日
現
金
で
徴
収
。

※�

デ
ポ
ジ
ッ
ト
参
加
農
家
に
つ
い

て
は
、
出
荷
券
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
（
Ｊ
Ａ
購
入
者
、
た

ば
こ
耕
作
者
の
出
荷
券
に
つ
い

て
は
各
事
業
所
に
て
管
理
）。

●�

排
出
方
法
＝
乾
燥
さ
せ
、
異
物

を
除
き
、
梱
包
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ポ
リ
マ
ル
チ
、
ポ
リ
ダ
ク
ト
、

タ
イ
ベ
ッ
ク
類
は
３
カ
所
結
束
。

・�

農
薬
ポ
リ
容
器
は
水
洗
い
し
、

フ
タ
を
外
す
。
ラ
ベ
ル
を
は
が

し
透
明
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

・�
堆
肥
、
肥
料
袋
は
丸
め
て
透
明

の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

・
育
苗
箱
は
10
枚
一
組
で
縛
る
。

●�

注
意
事
項

・�

雨
天
時
は
、
漏
れ
な
い
よ
う
に

搬
入
す
る
こ
と

・�

廃
ビ
ニ
ー
ル
を
混
入
し
な
い
こ
と

・
当
日
は
検
査
立
会
い
を
し
ま
す
。

・
規
定
外
の
持
込
は
返
品
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
は
ま
ゆ
う
地

区
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
推
進
協
議
会
事
務

局
☎
23

－

５
０
９
４

串
間
市
民
病
院 

売
店
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

４
月
１
日（
水
）よ
り
、
串
間
市

民
病
院
の
売
店
が
場
所
を
移
動

し
、
新
た
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
な
り
、�

大
束
の
葉
香
園
特
製
お
弁
当
、

SU
M
O
M
O

の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

菓
子
パ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
民
病

院
☎
72

－

１
２
３
４

第
16
回
福
祉
バ
ザ
ー 

～
あ
お
ぞ
ら
広
場
～

●�

日
時
＝
４
月
26
日
（
日
）

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

主
催
＝
串
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
と
あ
お
ぞ
ら
広
場
の
会

●�

内
容
＝
工
作
教
室
（
ミ
ニ
こ
い

無
料
相
談
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　３月５日、都井岬沖で宮崎県、串間市、日南市、漁協、
ダイビング協会、宮崎大学などが参加する『日南海岸サン
ゴ群集保全協議会』メンバーがサンゴの天敵であるオニ
ヒトデやヒメシロレイシガイダマシの駆除を行いました。
　この日は、１日かけてヒメシロレイシガイダマシ1.3㎏、
オニヒトデ７匹を駆除しました。

　温暖化防止に貢献できるグリーンカーテンの苗（ゴー
ヤ・ヘチマ）を配布します。合計150本（１件10本まで）。
４月下旬には用意できます。ご協力いただける方は、早
めにお申し込みください。
　環境ボランティアグループ環の会は、森づくりや自然
体験・キャンドルナイトなどを楽しみながらＣＯ２削減
に貢献のお手伝いいただける会員を募集しています。ま
た、会費のみの協賛会員も継続的に募集中。関心をお
持ちの方はぜひご連絡をお願いします。
●申込・問い合わせ先＝河野さん☎０９０－１１９９－５４９６

サ
ン
ゴ
礁
を
守
る

た
め
に

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の 

苗
配
布
と
会
員
募
集

小
さ
な
ひ
な
祭
り

●
寺
里
の
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん

　

串
間
に
は
、
吉
松
邸
と
か
、
各

部
落
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
お
ひ

な
祭
り
が
行
わ
れ
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

幼
い
頃
、
祖
父
に
も
ら
っ
た
ひ

な
壇
が
あ
り
、
母
が
飾
っ
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
母
が

よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
女
の

祭
り
だ
」
と
。
だ
か
ら
私
は
年
老

い
て
も
女
だ
か
ら
、
私
の
祭
り
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
今
も
小
さ
な

夢
の
手
作
り
が
大
半
で
す
が
、
楽

し
い
も
の
で
す
。
で
も
今
年
ま
で

か
も
と
、
思
っ
た
ら
寂
し
く
な
り
、

友
達
を
呼
ん
だ
り
し
て
、「
ま
た
」

と
い
う
気
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ひ
な
飾
り
を
し
て
老
い
の
希
望

と
夢
が
も
て
た
こ
と
、
手
作
り
の

楽
し
さ
、
そ
し
て
喜
び
を
、
感
じ

た
今
年
の
ひ
な
飾
り
で
し
た
。

　

お
手
玉
の
お
ひ
な
さ
ま
。
ふ
く

ろ
う
の
お
内
裏
ひ
な
、
目
も
口
も

な
い
豆
粒
ほ
ど
の
お
ひ
な
さ
ま
。

ま
だ
ま
だ
作
ろ
う
と
、
思
い
な
が

ら
、
一
人
楽
し
み
、
息
子
た
ち
に

自
慢
し
て
い
ま
す
。

　
と
っ
て
も
か
わ
い
い
ひ
な
飾
り

で
す
ね
。
一
つ
ひ
と
つ
す
べ
て
手

作
り
さ
れ
て
い
る
と
は
驚
き
ま
し

た
。
来
年
も
ま
た
、
新
し
い
お
ひ

な
さ
ま
た
ち
が
飾
ら
れ
る
こ
と
を

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ね
。

駅
伝
串
間
チ
ー
ム 

よ
く
頑
張
っ
た

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

第
５
回
を
迎
え
新
春
宮
崎
の
風

物
詩
と
し
て
定
着
し
た
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、
１
月
12

日
県
庁
前
発
着
で
行
わ
れ
、
応
援

に
行
っ
た
。
当
日
は
冬
晴
れ
の
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
市
民
が

出
て
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
っ
た
。

　

１
区
ス
タ
ー
ト
地
点
の
ゼ
ッ
ケ

ン
ナ
ン
バ
ー
16
に
「
串
間
の
宮
﨑

啓
徳
ち
ゃ
ん
～
が
ん
ば
っ
て
ね

～
」
と
声
を
か
ぎ
り
に
声
援
。
号

砲
一
発
。
北
方
小
６
年
生
は
突
進

力
走
。
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
２
区
の

磯
崎
さ
ん
に
５
位
で
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
。
拍
手
と
声
援
が
湧
い
た
。

　

８
区
の
武
田
彩
希
ち
ゃ
ん
大
束

小
６
年
生
。
11
区
の
樽
角
真
穂

ち
ゃ
ん
本
城
小
６
年
生
。
と
も
に

な
で
し
こ
串
間
と
し
て
健
脚
を
見

せ
て
く
れ
た
。

　

９
区
の
宮
﨑
隆
徳
ち
ゃ
ん
。
こ

れ
ま
た
北
方
小
６
年
生
。
な
ん
と

１
区
を
走
っ
た
啓
徳
ち
ゃ
ん
と
は
、

双
子
の
兄
弟
で
弟
。「
幼
少
時
よ

り
切
磋
琢
磨
し
て
練
習
を
し
て
き

た
」
と
い
う
。
将
来
宗
兄
弟
み
た

い
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

郷
里
串
間
の
栄
誉
を
懸
け
、
力

の
限
り
走
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
12
人
。

串
間
市
民
に
感
動
と
勇
気
を
く
れ

た
加
藤
監
督
。
矢
野
・
鴻
野
コ
ー

チ
。
み
ん
な
の
奮
闘
を
称
え
た
い
。

　
串
間
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。故
郷「
串

間
市
」を
代
表
し
て
懸
命
な
走
り

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試

合
当
日
は
、
き
っ
と
沿
道
か
ら
の

応
援
や
串
間
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

援
が
力
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

お
知
ら
せ
版
は
必
要
？

●
木
も
れ
日
さ
ん

　

広
報
く
し
ま
の
編
集
、
発
行
お

疲
れ
さ
ま
で
す
。
現
在
１
日
・
15

日
と
月
２
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
１
日
の
み
の
発
行
で
は
支
障

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
串
間

市
は
財
政
難
で
…
」
と
い
う
声
が

頻
繁
に
開
か
れ
ま
す
。
月
２
回
の

内
容
を
精
選
し
、
１
回
の
発
行
と

す
れ
ば
、
そ
の
分
経
費
節
減
に
つ

な
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
15
日
号
発
行
分

の
紙
面
に
じ
っ
く
り
目
を
通
す
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。

担
当
者
の
方
が
毎
回
ご
苦
労
さ
れ

て
発
行
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
な
お
さ
ら
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
『
広
報
く
し
ま
』
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
主
婦
の
本
当

に
つ
た
な
い
意
見
で
す
が
、
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
15
日
号
は
主
に
市
か
ら
の
情

報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
重
要

な
お
知
ら
せ
も
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
目
を
通
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
今
後
も

内
容
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の
皆
様

へ「
読
ま
れ
る
」
広
報
紙
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
く
し
ま
」
で
は
皆
さ
ん

か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
、
腹
が
立
っ
た
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
素
敵
な
趣
味
を
お
持
ち

の
方
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
な
ど
、
ぜ
ひ
広
報
紙
で
紹
介
し

ま
せ
ん
か
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課

情
報
政
策
係
☎
内
線
３
３
８

あ
な
た
も
３サ
ン

Ｂビ
―

体
操
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

　３Ｂとは、ボール・ベル・ベルターの３種
類の用具を使いながら、音楽に合わせて誰で
も簡単に体を動かすことができ、健康づくり
に役立つ体操です。
●日時＝第２・４木曜日、午後１時半～３時
●場所＝寿楽園（ホール）
●会費＝月に１，０００円
● 申込・問い合わせ先＝中央公民館山口さん
☎７２－１８４６

　４月１日（水）から、市立図書館での貸出
冊数が５冊から10冊に増えます。貸出期間
は現行のとおり２週間です。この機会にぜひ
図書館に足をお運びください。
●�問い合わせ先＝串間市立図書館☎72－1177

市
立
図
書
館
で
の
貸
出
冊
数
が

10
冊
に
増
え
ま
す

　３月10日、本城中学校で、１年生８名が、
串間市のご当地グルメである『串間活〆ぶり
プリ丼ぶり』の調理実習を行いました。自分
で調理して盛り付けたぶりプリ丼ぶり。生徒
の皆さんはおいしそうに食べていました。

本
城
中
で
ぶ
り
プ
リ
丼
ぶ
り
の

調
理
実
習
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市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日： ４月の休館日は15日（水）です

TEL 0987-75-2000
個室日帰りプラン！
～ゆっくり温泉を満喫！
　プライベートな時間をお過ごしください～
●利用時間＝午前10時～午後９時半
●料　　金＝詳しくはお問い合わせください
●予約受付＝午前９時～午後７時
※前日までの予約不可

毎週水曜日は！レディースデー！
●期日＝毎週水曜日
●対象＝女性（中学生以上）入浴者
●料金＝入浴料300円
※他の割引券との併用はできません

毎月開催！お風
2

呂
6

の日！
●期日＝毎月２６日
●対象＝全入浴者
●料金＝入浴料半額（中学生以上250円・小学生150円）
※他の割引券との併用はできません

４月より新しいスタッフでお迎えします！
　さぁ、都井岬に待ちに待った春がやってきました！冬
の間、森の中で生活していた馬たちも、ポカポカ陽気に
誘われて草原に戻ってきましたよ。馬たちにとって春は
恋の季節、新しい家族が生まれる季節です。今年も元気
な春駒の誕生が楽しみですね。
　ビジターセンターのスタッフも、４月より新しいメン
バーに一新されます！かわいい春駒と新生ビジターセン
タースタッフに会いに、ぜひ遊びに来てくださいね！

　

50
年
前
、
福
島
中
学
校
を
卒
業
す

る
３
日
前
に
、
技
術
家
庭
の
黒
木
喜

文
先
生
か
ら
「
僕
の
友
人
で
東
京
の

浦
東
商
事
と
い
う
会
社
に
行
く
か
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
二
つ
返
事
で

「
行
き
ま
す
」
と
答
え
、
上
京
し
た

も
の
の
、
毎
日
た
だ
荷
物
を
運
ぶ
だ

け
の
仕
事
で
し
た
。

　

そ
の
会
社
の
先
輩
か
ら
「
僕
が
洋

菓
子
店
を
や
る
か
ら
お
前
は
有
名
な

フ
ラ
ン
ス
菓
子
店
で
修
行
し
て
み

ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

と
聞
い
た
だ
け
で
「
見
た
こ
と
も
食

べ
た
こ
と
も
な
い
所
へ
は
行
き
た
く

な
い
」
と
断
り
ま
し
た
が
、
無
理
や

り
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

串
間
以
外
は
全
く
知
ら
な
い
私
に

と
り
ま
し
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て

修
行
し
て
い
る
人
た
ち
の
言
葉
は
全

く
わ
か
ら
ず
、
外
国
語
を
話
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

持
ち
前
の
明
る
さ
と
粘
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
の
無
茶
ぶ
り
の
お
か
げ
で
、

ど
ん
な
厳
し
い
仕
事
も
平
気
だ
っ
た

の
で
す
。
食
べ
物
が
身
の
周
り
に
あ

る
だ
け
で
、
幸
福
な
気
持
ち
で
し
た
。

人
の
嫌
が
る
仕
事
を
全
部
引
き
受
け
、

毎
日
深
夜
ま
で
勉
強
し
た
お
か
げ
で
、

４
年
間
で
洋
菓
子
職
人
の
仲
間
入
り

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
輩
の
勧
め
で
大
阪
の

一
流
店
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
会
社

で
認
め
ら
れ
、
ス
イ
ス
の
世
界
的
に

有
名
な
お
店
に
行
く
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
仕
事
を

す
る
こ
と
で
私
の
技
術
が
高
め
ら
れ
、

そ
の
経
験
が
今
日
の
お
菓
子
作
り
の

礎
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

帰
国
し
て
か
ら
は
別
ブ
ラ
ン
ド
の

会
社
を
任
さ
れ
、
経
営
も
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
言
わ
れ
る
が
ま
ま

素
直
に
聞
き
、
行
動
し
て
き
た
こ
と

が
縁
と
な
り
人
と
の
つ
な
が
り
を
築

い
て
い
く
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
串
間
の
土

壌
が
そ
の
ま
ま
私
の
性
格
に
な
っ
て

い
ま
す
。
帰
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は

本
当
に
幸
福
で
す
。
兄
弟
も
親
戚
も

友
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
の
友
人
の
中
で
、
お
付
き
合
い

の
深
い
ご
夫
妻
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
今
か
ら
十
数
年
前
、
奥
様
が
事

務
局
を
さ
れ
て
い
る
「
さ
ん
も
ん
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
西
宮
市
に
あ

り
ま
す
我
社
に
来
店
頂
い
た
時
に
、

意
気
投
合
し
て
以
来
、
深
く
お
付
き

合
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
数

年
前
、
奥
様
が
大
事
故
に
遭
わ
れ
ま

し
た
が
、
ご
主
人
の
献
身
的
な
介
護

に
よ
り
、
奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
回
復
を
さ
れ
ま
し
た
。
ご
夫
妻

の
情
念
、
人
間
の
凄
ま
じ
さ
、
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
立
派
な

ご
夫
妻
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
串
間
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

い
つ
帰
っ
て
も
、
温
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
る
友
人
た
ち
と
ゴ
ル
フ
を
し

た
り
、
焼
酎
を
飲
ん
だ
り
す
る
時
が

私
の
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間

で
す
。
私
の
人
生
の
四
分
の
一
以
下

し
か
生
活
し
て
い
な
い
串
間
な
の
に
、

そ
れ
も
過
酷
な
日
々
だ
っ
た
の
に
な

ぜ
か
こ
ん
な
に
も
い
と
お
し
く
、
美

し
い
想
い
出
だ
け
が
残
っ
て
い
る
の

か
不
思
議
で
す
。
故
郷
の
自
然
、
空

気
、
土
、
人
々
の
温
か
さ
が
、
心
を

開
放
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
、
私
の

で
き
る
こ
と
で
串
間
に
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

強
運
な
縁
に
結
ば
れ
導
か
れ
る
人
生

を
送
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.980/2015. ４）

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��19,052人（前月比�-66人）
　男��8,822人　女�10,230人
　世帯数8,257世帯（平成27年３月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

指定管理者：串間市青果地方卸売市場

第27回もうすぐ１年生
がんばろう大会

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

新一年生。真新しいランドセルに黄
色い帽子。初めての登下校にドキド
キした経験はみんなあるだろう。横
断歩道の渡り方など交通ルールを守
るのは当然だが、安心・安全な通学
路にするには、地域の見守りが不可
欠。みんなで串間の宝を育てよう（ユ）

Ｖリーグの取材でバレーボールを初
観戦。野球やサッカーの観戦経験は
あるが、いつも思うのは遠すぎてテ
レビで見た方がいいということ。バ
レーは、コートと観客席が近く、迫
力や臨場感が直に伝わり面白かった。
良い意味で期待を裏切られました（イ）

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

「
人
の
縁
に
導
か
れ
」

津
曲 

　
孝

つまがり たかし（64歳）
福島地区・木代出身。1968年
に洋菓子職人の道に進む。そ
の後、1987年に独立し「ケー
キハウスツマガリ」を開店。
2011年には「現代の名工」に
選ばれるなど卓越した技術で
日本洋菓子界を牽引している。

　４月から新１年生になる子どもたちに、保育園最後の思い出づくり
と、新しいお友だちを作ってもらおうと、市保育会が『もうすぐ１年
生がんばろう大会』を開催しました。子どもたちは３つのグループに
分かれ、「じゃんけん
列車」や「だるまさん
が転んだ」など、元気
いっぱい遊びました。
握手をしてお友だちと
手作りの名刺を交換し
合ったり、楽しい時間
を過ごしていました。

今までありがとう
ございました！
これからも

ビジターセンターを
応援してね！

高い技術と鋭い感性でケーキ作りに取り組む津曲さん
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車
窓
よ
り 

真
白
き
梅
花 

眺
め
つ
つ

皆
と
の
絆 

梅
ち
ぎ
り
待
つ

早
春
に 

あ
っ
と
言
う
間
の 

八
十
才

年
に
か
な
わ
ぬ 

体
の
動
き

夜
と
な
り 

仕
事
帰
り
の 

高
速
路

ち
ら
ほ
ら
雪
が 

降
り
は
じ
め
た
り

遺
詠

父
の
日
に 

花
を
手
向
け
し 

墓
石
に

「
さ
ら
ば
ラ
バ
ウ
ル
」  
大
き
く
唄
う

眠
り
か
ら 

覚
め
た
る
ご
と
き 
沈
丁
花

庭
に
華
や
ぐ 

あ
ま
た
花
蕾

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

山
崎
百
合
子
さ
ん（
☎
７
２

－２
６
２
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

春
　
日
　
水
元
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